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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ペーパーホルダーのロールペーパーを引き出して前記ロールペーパーの巻取りを行う巻
取り器であって、
　回動自在に支持される巻取り板と、
　前記巻取り板の回転方向を規制する手段と、
　を有し、
　前記巻取り板における前記巻取り板の回動軸と平行側の外側の両縁部には、前記巻取り
板の回動軸の軸心方向に沿って前記巻取り板の回転方向に凹状に湾曲して、前記巻取り板
の回転の際に指をかける部位となる、湾曲部がそれぞれ設けられる、巻取り器。
【請求項２】
　前記それぞれの湾曲部における前記ロールペーパーの巻取りを行った際に前記ロールペ
ーパーに当接するそれぞれの外側端に、前記巻取り板の回動軸の軸心方向に沿った複数の
線状の突起で構成される、エッジがそれぞれ設けられ、
　前記巻取り板の回転方向に対して前記ロールペーパーの滑りを抑え、前記巻取り板の回
動軸方向には前記ロールペーパーが滑りやすく構成される、
　請求項１に記載の巻取り器。
【請求項３】
　壁面に取付けられて前記巻取り板を回動自在に支持する取付け台と、
　前記取付け台に回動自在に支持されるベースと、
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　前記ベースに設けられるホルダーと、を有し、
　前記巻取り板は、前記巻取り板の回動軸と直交する側の一方の縁部の挿入部を前記ホル
ダーの開口に挿入することにより、前記ホルダーに接続される、
　請求項１または請求項２に記載の巻取り器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、トイレットペーパーなどのロールペーパーより、ペーパーの巻き取りを行う
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ロールペーパーの代表的なものとしては、トイレットペーパーやキッチンペーパ
ーが知られている。そして、このようなロールペーパーの巻き取りは、２つの手を用いて
行われている。
　しかし、トイレットペーパーホルダーからのトイレットペーパーを巻き取ることは、手
が不自由な人にとっては難しい場合がある。特に、けがや、麻痺などで片手しか使えない
場合には、特に困難である。
　そこで、トイレットペーパーの巻取りを容易にするために、ロール状のトイレットペー
パーの引き出し、折りたたみ、切断までの動作を片手で行うものとして、回動する一対の
隔置された棒部材を備え、この棒部材を一体として回動させ、ロール紙の巻き戻し回転を
固定する手段とを有するものが知られている。（特許文献１）。
【特許文献１】特開２００５－６５７１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、特許文献１に記載された技術においては、装置構成が複雑であるとともに、製
作にかかる費用が大きくなる。また、トイレなどの水を用いる環境において、故障の可能
性があり、故障した場合には修理に時間がかかる場合がある。
　そこで、簡便な構成であるとともに、手に不自由が生じた場合においても、容易にロー
ルペーパーの巻取りを可能とする装置を構成することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、上記の課題を解決するために、以下のような解決手段をとる。
　すなわち、請求項１に記載のごとく、ペーパーホルダーのロールペーパーを引き出して
前記ロールペーパーの巻取りを行う巻取り器であって、回動自在に支持される巻取り板と
、前記巻取り板の回転方向を規制する手段と、を有し、前記巻取り板における前記巻取り
板の回動軸と平行側の外側の両縁部には、前記巻取り板の回動軸の軸心方向に沿って前記
巻取り板の回転方向に凹状に湾曲して、前記巻取り板の回転の際に指をかける部位となる
、湾曲部がそれぞれ設けられるものである。
【０００５】
　請求項２に記載のごとく、前記それぞれの湾曲部における前記ロールペーパーの巻取り
を行った際に前記ロールペーパーに当接するそれぞれの外側端に、前記巻取り板の回動軸
の軸心方向に沿った複数の線状の突起で構成される、エッジがそれぞれ設けられ、前記巻
取り板の回転方向に対して前記ロールペーパーの滑りを抑え、前記巻取り板の回動軸方向
には前記ロールペーパーが滑りやすく構成されるものである。
【０００６】
　請求項３に記載のごとく、壁面に取付けられて前記巻取り板を回動自在に支持する取付
け台と、前記取付け台に回動自在に支持されるベースと、前記ベースに設けられるホルダ
ーと、を有し、前記巻取り板は、前記巻取り板の回動軸と直交する側の一方の縁部の挿入
部を前記ホルダーの開口に挿入することにより、前記ホルダーに接続されるものである。
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【発明の効果】
【０００７】
　請求項１に記載のごとく、簡便な構成でロールペーパーの巻取り器を構成でき、ロール
ペーパーの切断が容易になる。そして、手が不自由な場合でも、巻取り器により、ロール
ペーパーの巻取りを片手で簡単に行うことができる。
【０００８】
　請求項２に記載のごとく、巻き取り器を構成するので、ロールペーパーの滑りを抑えて
ロールペーパーの巻取りを容易にするとともに、ロールペーパーを引くことにより、容易
に切ることができる。
【０００９】
　請求項３に記載のごとく、簡便な構成でロールペーパーの巻取り器を構成でき、ロール
ペーパーの切断が容易になる。そして、手が不自由な場合でも、巻取り器により、ロール
ペーパーの巻取りを片手で簡単に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明は、簡便な構成で、片手で容易にロールペーパーの巻取りが可能な巻き取り器を
構成する。
【００１１】
　まず、トイレットペーパーの巻取り器について説明する。図１はペーパーホルダーと巻
取り器の設置例を示す図であり、図２はペーパーホルダーと巻取り器とを示す斜視図。図
３は巻取り板の組付け構成を示す図である。
　図１に示すトイレには、便器１、ペーパーホルダー２、巻取り器３が配設されている。
　便器１の側方もしくは斜め前方にはペーパーホルダー２が配設され、この上方に巻取り
器３が配設される。
　ペーパーホルダー２は、使用者が便器１に座った状態でトイレットペーパー４の取り出
しを行うことができる位置に配設される。そして、ペーパーホルダー２の上方には、ペー
パーの重ね折を容易にする巻取り器３が配設される。
【００１２】
　図１において、巻取り器３は、ペーパーホルダー２の上方で、トイレットペーパー４を
巻取る構成となっている。ペーパーホルダー２より、トイレットペーパー４を引き出して
、上の巻取り器３にかけ、巻取り器３を回す。そして、トイレットペーパー４が巻取り器
３に巻き取られる。必要な量のトイレットペーパー４を巻き取った後には、ペーパーホル
ダー２と巻取り器３との間のトイレットペーパー４を切って、巻取り器３に巻きついたト
イレットペーパーを使用する。
　巻取り器３は、ペーパーホルダー２よりトイレットペーパー４を巻き取りやすいように
、トイレットペーパー４の回動軸に平行な回動軸で回転する構成となっている。巻取り器
３には、トイレットペーパーをかける巻取り板３７が設けられており、この巻取り板３７
によりトイレットペーパー４の巻取りを行う。
【００１３】
　巻取り器３は、取付け台３１、ベース部３２、ストッパー３５、巻取り板３７により構
成されている。
　取付け台３１は平面視Ｌ字状に構成されており、壁面に取付けられて巻取り板３７を回
動自在に支持する。取付け台３１には、ベース部３２が支軸３３に回動自在に支持されて
おり、ベース部３２には、ホルダー３４・３４が設けられている。
　ホルダー３４は円形の開口を有しており、この開口に巻取り板３７の端部を挿入するこ
とにより、ベース部３２と巻取り板３７とを接続する。
【００１４】
　巻取り板３７はＨ字状に構成されており、縁部をそれぞれ逆方向に湾曲させた板体によ
り構成される。巻取り板３７を一枚の板材を用いて構成することにより、簡便な構成で十
分な剛性を発揮させることができる。
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　巻取り板３７は一端側に２つの挿入部３７ｃ・３７ｃを有するとともに、この挿入部３
７ｃ・３７ｃをホルダー３４に挿入する構成となっている。そして、挿入部３７ｃ・３７
ｃがホルダー３４と接続する。
　巻取り板３７の図３中上下の縁部には、湾曲部３７ｂが設けられている。そして、湾曲
部３７ｂの外側端には、エッジ３８が取付けられている。湾曲部３７ｂは指の大きさより
十分に大きく構成されており、巻取り板３７を回転させる際に指をかける部位となる。こ
の湾曲部３７ｂが、巻取り板３７の縁部に巻取り板３７延出方向に沿って設けられた凹部
となる。
　エッジ３８は巻取り板３７の延出方向に沿って溝および線状の突起が複数設けられてい
る。エッジ３８は巻取り板３７の縁部において、巻取り板３７の回動軸方向にうね状に構
成される。エッジ３８は、巻取り板３７にトイレットペーパー４をかける際の滑り止めに
なるものであり、巻取り板３７の回動方向に対してトイレットペーパーの滑りを抑え、ト
イレットペーパーの引き抜き方向（巻取り板３７の回動軸方向）には滑りやすくなってい
る。
【００１５】
　ベース部３２の周部には、係合部３２ｂが設けられており、ベース部３２の近傍にはス
トッパー３５が設けられている。ストッパー３５は軸３５ｂに回動自在に枢支されており
、バネ３６によりベース部３２側に付勢されている。また、バネ３６は一端をストッパー
３５に接続するとともに、他端を係止部３６ｂに固定している。
　これにより、ベース部３２をストッパー３５からバネ３６側に回動すると、ベース部３
２の外側部がストッパー３５を回動させながら押しのける。これにより、ストッパー３５
がベース部３２に引っかからず、回動可能となる。これと逆方向にベース部３２を回動す
ると、ストッパー３５の端部が係合部３２ｂと係合し、ベース部３２の回動が規制される
。また、バネ３６とともにストッパー３５の位置を変えて、バネ３６を係止部３６ｃに固
定することにより、ベース部３２の回動可能方向を逆に設定することができる。
　そして、ベース部３２の回動方向を逆に設定する場合には、巻取り板３７の反対側の挿
入部３７ｃをホルダー３４に挿入することにより、湾曲部３７ｂの方向を逆にすることが
できる。これにより、巻取り器３が右側に取付けられた場合でも、左側に取付けられた場
合でも、湾曲部３７ｂに指をかけて巻取り板３７を回動させることが可能となる。
【００１６】
　図４は巻取り部の第二の構成を示す図である。
　巻取り器３は、図４に示すように、湾曲部３７ｂ・３７ｂのみにより巻取り部を構成す
ることも可能である。これにより、個々の湾曲部３７ｂをホルダー３４に挿入固定するこ
とにより、巻取り器３を構成することができる。
　巻取り部の第二の構成として、図４に示すごとく、ハーフパイプである湾曲部３７ｂを
２本用いることにより、容易に構成することができる。
　このように巻取り器を構成することにより、共通の湾曲部３７ｂを２つ用いることで、
トイレットペーパーの巻取り部を構成できるので、巻取り器の製造コストを軽減できる。
　また、湾曲部３７ｂをホルダー３４に挿入した状態における湾曲部の向きにより右回り
と左回りとの切換に対応することができる。
【００１７】
　次に、巻取り器の第三の構成について、図５から９を用いて説明する。
　図５は巻取り器の斜視図、図６は巻取り器の側面図、図７は巻取り器の正面図、図８は
巻取り器の組立て図、図９はベース部の回転方向規制機構を示す一部断面図である。
　第三の構成において、巻取り器は、巻取り板３９、ホルダー４０、ベース部４１により
構成されている。そして、巻取り板３９の縁部にエッジ３８が取付けられている。巻取り
板３９は側面視において四角形状となっており、上下に湾曲部を構成している。そして、
先端部および後端部には、係止孔３９ｂが設けられており、ホルダー４０の内側に設けた
突起と係合可能となっている。巻取り板３９をホルダー４０に挿入することにより、ホル
ダー４０の内側突起と巻取り板３９の係止孔３９ｂとが係合して、巻取り板３９をベース
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部４１に確実に取付けるこができる。また、巻取り板３９をホルダー４０に挿入すること
のみにより取付けを容易に行うことができ、巻取り板３９の配設向きの変更も容易に行え
る。
　ホルダー４０は内側に巻取り板３９を挟持するものであり、内側に図示しない突起を設
けて、この突起を巻取り板３９の係止孔３９ｂに係合させることにより、巻取り板３９を
確実に保持する構成となっている。また、ホルダー４０はベース部４１と一体に構成され
ており、ホルダー４０に巻取り板３９を取付けて、巻取り板３９とベース部４１とを一体
的に回動することができる。
【００１８】
　ベース部４１の内側には、ギヤ４１ｂが設けられている。このギヤ４１ｂは取付け部４
２に設けた爪４３と組合せることにより、回転方向を決めるものであり、一方への回動を
許し、他方への回動を規制する。
　取付け部４２はベース部４１を回動自在に支持するものであり、中央に支軸４２ｂが設
けられている。支軸４２ｂをベース部４１に挿入することにより、ベース部４１を回動自
在に枢支する。そして、取付け部４２には、爪４３がベース部４１の縁部位置に合わせて
配設されている。
　ベース部４１を取付け部４２に装着することにより、ギヤ４１ｂと爪４３とが当接する
構成となる。爪４３は基部を回動自在に支持されるとともに、当接体４３ｂにより回動範
囲を規制されている。
　ベース部４１が爪４３の先端側から基部側に回動される場合には、爪４３によりギヤ４
１ｂの回動が規制される。これとは逆方向にベース部４１が回動されると、ギヤ４１ｂに
沿って爪４３が回動し、ベース部４１の回動は規制されない。なお、ベース部４１の回動
可能方向は、爪４３の位置により選択することができる。図９に示す構成においては、爪
４３の先端が図中左側である場合には、ベース部４１を時計回りに回動可能であり、爪４
３の先端が図中右側である場合には、反時計回りに回動可能となる。
【００１９】
　次に、図１０を用いて、巻取り器によるトイレットペーパーの巻取り構成について説明
する。図１０はトイレットペーパーの巻取り過程を示す図である。巻き取りは、（ａ）、
（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）の順に行われる。
　まず、図１０（ａ）に示すように、ペーパーホルダー２よりトイレットペーパー４を引
き出し、巻取り板３９にかける。そして、図１０（ｂ）に示すように、トイレットペーパ
ー４とともに巻取り板３９の湾曲部の内側を抑さえる。さらに、巻取り板３９の湾曲部を
押しながら、巻取り板３９を回動させる。巻取り板３９の凹部（湾曲部の裏側）を押すの
で、指などをかけやすく容易にトイレットペーパー４とともに巻取り板３９を回すことが
できる。この状態で巻取り板３９を数回、回動させることにより、図１０（ｄ）に示すよ
うに、重ね折りされたトイレットペーパー４を得ることができる。
　巻取り板３９は巻取り方向と逆方向には回動しない構成となっており、巻取り板３９の
縁に滑り止めであるエッジ３８を設けているので、巻取り板３９の下方に延びるトイレッ
トペーパー４を持って引き下げることにより、トイレットペーパー４を簡単に切ることが
できる。そして、巻取り板３９に巻きついたトイレットペーパー４を、巻取り板３９の延
出方向に抜き去るものである。
　これにより、片手でもトイレットペーパー４の巻取りを行うことができ、手が不自由な
場合でも行うことができる。
【００２０】
　次に、卓上に配設可能な巻取り器の構成について説明する。
　図１１は縦型配置の巻取り器の構成を示す図であり、図１１（ａ）はロールペーパー取
り出し装置を有するロールペーパー保持具を組合せた巻取り器を示す図、図１１（ｂ）は
自立型の平板状フレームを用いた巻取り器を示す図。
　これは、ロールペーパーの保持手段と、回動によりロールペーパーを巻取る手段とを、
共通の支持部材に配設するものである。すなわち、トイレットペーパーなどのロールペー
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パーの保持部と、巻取り板とを共通のフレームに支持させて、フレームを立設可能な部材
に取付けることにより、床の上や卓上に配設可能な巻取り器を提供することができる。
【００２１】
　図１１（ａ）に示す巻取り器において、巻取り器３およびペーパーホルダー２は、フレ
ーム１００に取付けられており、フレーム１００の下部には平板状の基部１００ｂが設け
られている。これにより、フレーム１００が自立可能に構成されている。
　フレーム１００の上部は平面視においてＬ字型に構成されており、フレーム１００の上
部の内側面にはペーパーホルダー２および巻取り器３が設けられている。ペーパーホルダ
ー２および巻取り器３は、フレーム１００の略直交する面に配設されており、巻取り器３
の回動軸と、ペーパーホルダー２の回動軸とが平行になるように構成されている。
　そして、ペーパーホルダー２および巻取り器３の取付け部以外の部分を切り取った構成
とすることにより、フレーム１００を軽量に構成することができる。巻取り器３はペーパ
ーホルダー２の上方に位置しており、ペーパーホルダー２より引き出したペーパーを巻取
り器３にかけて巻きとり可能となっている。巻取り器３およびペーパーホルダー２が装着
されたフレーム１００を自立可能に構成したので、巻取り器３の持ち運びが簡単になる。
【００２２】
　図１１（ｂ）に示す巻取り器において、フレーム１０２は略長方形形状の平板と、円盤
状の基部１０２ｂとにより構成されている。フレーム１０２の上部は略垂直に立設されて
おり、フレーム１０２の一面に巻取り器３およびペーパーホルダー１０３が配設されてい
る。ペーパーホルダー１０３はフレーム１０２に対して略直交方向に突出した棒状部材に
より構成さており、これにトイレットペーパー４などを装着する。そして、抜け止め１０
３ｂを装着して、トイレットペーパー４がペーパーホルダー１０３から外れるのを防ぐ。
　ペーパーホルダー１０３の上方には、巻取り器３が配設されており、引き出したペーパ
ーを巻取り器３により巻き取るものである。このように、ペーパーホルダー１０３および
巻取り器３をフレーム１０２の同一面に設けることにより、簡便な構成で自立型の巻取り
器を構成することができる。
【００２３】
　図１２はその他の自立型巻取り器の例を示す図であり、図１２（ａ）は横置き型の巻取
り器を示す図、図１２（ｂ）はクランプを有する自立型巻取り器の例を示す図。
　図１２（ａ）に示す巻取り器において、基部２０１に立設したフレーム２００に巻取り
器３およびペーパーホルダー１０４が配設されており、巻取り器３はペーパーホルダー１
０４の前方に位置している。このように、巻取り器３とペーパーホルダー１０４とを結ぶ
線をねかせた構成とすることにより、自立型巻取り器の重心を低くでき、安定性を向上で
きる。
　このように構成した自立型巻取り器において、ペーパーホルダー１０４に装着したトイ
レットペーパーよりペーパーを前方へと引き出し、巻取り器３にかけて、ペーパーの巻取
りを行うものである。巻取り器３がペーパーホルダー１０４の前方に位置するので、フレ
ーム２００の高さを低くでき、安定性を向上できる。
　また、図１２（ｂ）に示すように、巻取り器３およびペーパーホルダー１０４を１つの
フレーム２０２に配設するとともに、フレーム２０２の基部にクランプ２０２ｂを装着し
て、このクランプ２０２ｂにより、フレーム２０２を机などに固定することも可能である
。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】ペーパーホルダーと巻取り器の設置例を示す図。
【図２】ペーパーホルダーと巻取り器とを示す斜視図。
【図３】巻取り板の組付け構成を示す図。
【図４】巻取り板の第二の構成を示す図。
【図５】巻取り器の斜視図
【図６】巻取り器の側面図
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【図７】巻取り器の正面図
【図８】巻取り器の組立て図
【図９】ベース部の回転方向規制機構を示す一部断面図。
【図１０】トイレットペーパーの巻取り過程を示す図である。
【図１１】縦型配置の巻取り器の構成を示す図。
【図１２】その他の自立型巻取り器の例を示す図。
【符号の説明】
【００２５】
　　２　　ペーパーホルダー
　　４　　トイレットペーパー
　３１　　取付け台
　３２　　ベース部
　３３　　支軸
　３４　　ホルダー
　３５　　ストッパー
　３６　　バネ
　３７　　巻取り板
　３８　　エッジ
                                                                                

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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